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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、重症静脈血栓塞栓症に対する血栓溶解・破砕・吸引療法を併せたハ
イブリッドIVR 治療システムの完成を目指すことにあった。ステント・フィルターの開発と基礎的研究について
は順調に推移したが、規定の年限では、動物実験から臨床応用に至るプロセスには進むことができなかった。一
方ハイブリッドIVR 治療の長期成績については、10年生存率が外科的血栓摘除術に匹敵することを明らかにする
ことができた。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this research was to make a hybrid interventional therapy for
 severe venous thromboembolism with a newly-developed stent-filter. Development and fundamental 
research was achieved, but animal experiment was failed and difficult to move on to the clinical 
process. On the other hand, we retrospectively analyzed the late outcomes of hybrid catheter 
intervention, and showed that the 10-year survival rate was 74.5±9.0 %, by Kaplan-Mayer survival 
analysis, which was comparable with surgical embolectomy.

研究分野： 放射線医学

キーワード： 静脈血栓塞栓症　Intervention　Interventional Radiology　Thrombectomy　Aspiration
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研究成果の学術的意義や社会的意義
重症静脈血栓塞栓症は、急性期死亡率が極めて高いため迅速で的確な診断と治療が不可欠である。治療として抗
凝固療法、血栓溶解療法、外科的血栓摘除術が選択されてきたが十分な成果を得ているとは言えない。IVR(画像
下治療)が注目されている。カテーテルからの新しい治療法で、我々のハイブリッドIVR治療はその完成形であ
る。臨床応用に至り、成果を上げられれば重症患者の救命率の向上に大きな役割を果たす。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１． 研究開始当初の背景 
 
肺血栓塞栓症と深部静脈血栓症は、最近では静脈血栓塞栓症と総称されるようになってきた。急 

性・重症例においては、迅速で的確な診断と治療が不可欠である。急性期死亡率が極めて高いか 

らである。治療としては、抗凝固療法が古くから行われてきたが、生命の危機に瀕している場合

には効果は十分とはいえず、全身からの血栓溶解療法と外科的血栓摘除術がそのような状況下

での治療法として選択されてきた。しかしながら、冠状動脈・脳動脈などと比較して、この領域

では血栓量が極めて大量であるため、単に薬剤を投与しただけでは十分な効果は期待できない。

短時間に大量の肺動脈内の血栓塞栓を処理する必要がある。また、発症後、早期再発率は、7.9％

-17％と報告されている。いったん救命されても、再発予防・治療をおこなわなければ、再度生

命の危機に瀕することになる。早期に下大静脈フィルタ－を留置した上で、原因である深部静脈

血栓自体の治療を行わなければならない。 カテーテルからの局所的血栓溶解療法、経皮的血栓

摘除術、特殊なでばいすデバイスを用いた経皮的血栓破砕術は Interventional Radiology（IVR）

と総称される新しい治療法で、特に静脈血栓塞栓症においても重症症例に対し行われはじめて

きた。われわれは、大量血栓を有する急性塊状肺血栓塞栓症、深部静脈血栓症、 内頸静脈血栓

症に対して、血栓溶解・破砕・吸引をくみあわせたハイブリッド治療を考案、臨床応用を展開し、

成果を上げてきた（Tajima H, et al. Am J Roentgenol 183(9): 589-595,2004） （Tajima H, et 

al. Am J Roentgenol 182(2): 467-469,2004）。  
 
 
２． 研究の目的 

 
申請者は、この分野における IVR につき研究を重ね、日本循環器学会の「肺血栓塞栓症と深部

静脈血栓症の診断・治療･予防に関するガイドライン（改訂版） （2008-2010 年度）」作成の班

員となり、本領域における IVR 治療の執筆責任者として指名されその成果を公開した（Ando 

M, Fukuda I,Ito M, Kobayashi T, Masuda M, Miyahara Y, Nakanishi N, Niwa A, Ohgi S, 

Tajima H: Circulation Journal l75:1258-1281,2011）。さらに本研究期間中に「肺血栓塞栓症お

よび深部静脈血栓症の診断、治療、予防に関するガイドライン（2017 年改訂版）」を完成させた。

しかしながらこれまでの研究の過程で、我々が考案した IVR 治療システムの新たな問題点も明

らかになってきている。本研究の目的は、ハイブリッド IVR 治療システムを再評価し、新規シ

ステムを開発し、基礎的研究を行うことにより安全性を高め、最終的に治療成績を更に向上させ

ることにある。 
 
 
３． 研究の方法 

 
先ず、ハイブリッド IVR 治療システムを再評価する。これにより、ある程度確立した外科的血栓

摘除術と比較して、何が不足しているのかを明らかにする。そして、安全性の高いデバイスを考

案・作成する。現時点では、ステント型フィルターの広径化が最も現実的と考えている。 そし

て、血管ファントームにより血栓塞栓の破砕・吸引実験を行う事により、最も適したシステ ム

を決定する。次に、動物実験によりシステムの有効性・安全性を確認する。 最後に、臨床応用

を開始し、今回開発したシステムの有効性と安全性を評価するとともに、今回の研究のまとめを

行い、成果を発表・論文化する。 

 
 



 
４． 研究成果 
 

本研究の目的は、重症静脈血栓塞栓症に対する血栓溶解・破砕・吸引療法を併せたハイブリッド

IVR 治療システムの完成を目指すことにあった。ステント・フィルターの開発と基礎的研究につ

いては順調に推移したが、規定の年限では、動物実験から臨床応用に至るプロセスには進むこと

ができなかった。一方ハイブリッド IVR 治療の長期成績については、10年生存率が外科的血栓

摘除術に匹敵することを明らかにすることができた。 

 

The purpose of this research was to make a hybrid interventional therapy for severe 

venous thromboembolism with a newly-developed stent-filter. Development and fundamental 

research was achieved, but animal experiment was failed and difficult to move on to 

the clinical process. On the other hand, we retrospectively analyzed the late outcomes 

of hybrid catheter intervention, and showed that the 10-year survival rate was 

74.5±9.0 %, by Kaplan-Mayer survival analysis, which was comparable with surgical 

embolectomy. 
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